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稲葉市長が退任、西岡市長が就任

全
会
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で
可

全
会
一
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で
可
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補
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予

一
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会
計
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予
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平
日
に
傍
聴
へ
来
ら
れ
な
い
方
に

も
議
会
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
各
議
員
が
市
長
の
施
政
方

針
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月　

日
（
日
）
午
前　

２８

１０

時
か
ら

場　

所　

議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４

階
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
、
平
成　

年　

月
２

２７

２７

１１

日
に
開
会
し
、　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
小
金
井
市
長
選
挙
に
立
候

２４

補
す
る
た
め
、　

月　

日
付
け
で
、
白
井
亨
議
員
、
五
十
嵐
京
子
議
員
が
辞

１０

３１

職
し
た
た
め
、
今
定
例
会
は
２
人
欠
員（
定
数　

人
）で
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

２４

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
国
の
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）
の
制

度
改
正
に
よ
る
上
乗
せ
交
付
分
を
組

み
替
え
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ち
な
か
観
光
促
進
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
の
作
成
、
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
き
ん
ち
ゃ
ん
」
着
ぐ
る
み
の

作
成
・
改
良
、
子
育
て
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
た
め
の
冊
子
や
マ
ッ

プ
等
の
作
成
に
関
す
る
予
算
な
ど
の
ほ
か
、
ほ
ん
ち
ょ
う
学
童
保
育
所
を
本

町
小
学
校
内
に
暫
定
的
に
開
設
す
る
に
当
た
り
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
空

調
設
備
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
は
１
千
万
円
の
増
額
と
な
り
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、　

億
３
千　

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

３９６

１２７

　

本
件
は　

月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
上
程
し
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、

１１

２４

同
日
に
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。　

今
回
の
定
例
会
は
、
稲
葉
孝
彦
市

長
（
平
成　

年
に
初
当
選
）
が
在
任

１１

す
る
最
後
の
定
例
会
で
し
た
。
一
般

質
問
で
は
、
今
ま
で
の
市
政
の
総
括
や
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
の
質
問
が
多

く
見
ら
れ
た
ほ
か
、
関
連
す
る
陳
情
書
も
提
出
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
（　

月　

日
）
の
本
会
議
の
最
後
に
は
、
稲
葉
市

１１

２４

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
、
１
月　

日
に
開
会

２８

２２

し
、
２
月
２
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
、
平
成　

年　

月　

日

２７

１２

１３

に
行
わ
れ
た
小
金
井
市
長
選
挙
及
び
小
金
井
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
後
、
初

め
て
開
催
さ
れ
た
議
会
で
す
。

　

冒
頭
、
西
岡
真
一
郎
市
長
の
就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
委
員
会
等
の

委
員
構
成
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か
ら
、
さ
わ
ら
び
学
童
保

育
所
の
運
営
を
新
た
な
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し
た
、

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
回
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

２７

　

こ
の
補
正
予
算
は
１
月　

日
に
上
程
し
ま
し
た
が
、
同
日
中
に
審
議
が
終

２２

わ
ら
ず
、
２
月
２
日
ま
で
会
期
を
延
長
し
ま
し
た
。
２
月
２
日
の
本
会
議
で

は
、
市
長
か
ら
撤
回
の
申
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
（
第
６
回
）

を
全
会
一
致
で
可
決

第
４
回
定
例
会
の
概
要

稲
葉
市
長
在
任
中
の

最
後
の
定
例
会

第
１
回
臨
時
会
の
概
要

小
金
井
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
後
の
議
会
構
成
や

全
議
員
の
連
絡
先
等
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す

【
１
月
】

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
、
議
員

２２

提
出
議
案
の
審
議
・
採
決
、
会

期
の
延
長
）

　

日　

本
会
議
（
会
期
の
延
長
）

２３【
２
月
】

２
日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
撤
回
）

【　

月
】

１１
２
日　

本
会
議
（
会
期
の
決
定
等
）

４
日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
、
議
員
提
出
議
案
の
審

議
・
採
決
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１０
　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１１
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１２
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１３
　

日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

１６
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１７
　

日　

資
源
循
環
型
社
会
推
進
調
査
特

１８

別
委
員
会

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１９
 

建
設
環
境
委
員
会

 

総
務
企
画
委
員
会

 

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２４

採
決
、
議
案
の
審
議
・
採
決
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・
採
決
、

陳
情
の
委
員
会
付
託
）

平
成　

年
第
４
回

２７定
例
会
日
誌

平
成　

年
第
１
回

２８臨
時
会
日
誌

小金井宮地楽器ホールで行われ小金井 宮地楽器ホールで行われたた
成人の日記念行事（１月１１日開催成人の日記念行事（１月１１日開催））
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審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
（
第
５
回
）

　
　

月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

１１
算
特
別
委
員
会（
田
頭
祐
子
委
員
長
）

に
付
託
し
、　

月　

日
の
委
員
会
で

１１

１７

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
庁
舎

な
ど
市
の
施
設
の
電
気
料
金
不
足
に

対
応
す
る
た
め
の
経
費
（
千　

万
２

９８１

千
円
）、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
用

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
機
器
の
借
上
げ
に

伴
う
「
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
要
す

る
経
費
」（
２
万
１
千
円
）、
中
間
処

理
場
の
老
朽
化
に
伴
い
施
設
の
状
態

を
調
査
す
る
た
め
の
「
中
間
処
理
場

基
礎
調
査
委
託
料
」（　

万
２
千
円
）、

５８３

公
民
館
の
本
館
機
能
（
事
務
室
等
）

を
本
町
分
館
に
移
転
す
る
た
め
の

「
事
務
所
移
転
作
業
委
託
料
」（　

万
８０

円
）
ほ
か
、
債
務
負
担
行
為
補
正
と

し
て
、
平
成　

〜　

年
度
に
わ
た
っ

２７

２８

て
設
定
さ
れ
た
「
福
祉
会
館
解
体
設

計
委
託
料
」（　

万
８
千
円
）
な
ど
で

５４３

す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１１

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
諸
手
当
や

給
付
、
民
間
保
育
所
等
の
運
営
経
費

の
増
額
な
ど
が
主
で
あ
り
、
そ
こ
は

評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
専
門
家
か

ら
人
権
侵
害
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
用

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
機
器
」
等
借
上
料

を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
市
民
に
も

自
治
体
に
も
不
合
理
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

　

直
接
、
市
民
と
関
わ
り
合
う
自
治

体
は
、
国
の
押
し
つ
け
か
ら
市
民
を

守
る
役
割
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
不

必
要
な
手
続
き
は
行
わ
な
い
よ
う
に

求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
開
設
の
保
育
園
２
園
の

２８

改
修
費
や
賃
借
料
補
助
、
保
育
士
処

遇
改
善
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
補

助
等
、
待
機
児
童
解
消
や
保
育
関
係
、

児
童
へ
の
手
当
等
の
充
実
を
高
く
評

価
す
る
。
対
象
者
増
に
伴
う
特
別
障

害
者
手
当
や
難
病
者
福
祉
手
当
の
各

種
手
当
、
自
立
支
援
医
療
・
更
生
医

療
給
付
、
介
護
給
付
等
、
障
が
い
の

あ
る
方
に
寄
り
添
っ
た
点
も
高
く
評

価
で
き
る
。
ほ
か
に
も
、
保
健
衛
生

に
要
す
る
経
費
の
充
実
、
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
委
託
料
も

指
定
管
理
の
利
点
を
生
か
し
た
サ
ー

ビ
ス
向
上
が
期
待
で
き
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

福
祉
会
館
の
解
体
費
用
や
保
育
園

増
設
な
ど
に
関
す
る
予
算
な
ど
、
市

民
生
活
に
必
要
な
予
算
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴

う
個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
の
際
の
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
凍
結
・
中
止

を
求
め
る
立
場
か
ら
、
利
用
者
の
意

思
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
最
大
限

配
慮
す
る
こ
と
や
、
情
報
漏
え
い
が

な
い
よ
う
、
慎
重
な
運
用
を
求
め
る
。

ま
た
、
福
祉
会
館
の
閉
館
に
あ
た
っ

て
、
代
替
施
設
を
万
全
に
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

賛
成
の
理
由
の
１
番
目
は
、
新
福

祉
会
館
の
早
期
完
成
に
向
け
、
福
祉

会
館
解
体
設
計
委
託
料
の
債
務
負
担

行
為
補
正
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

２
番
目
は
、
本
年
開
始
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
を
進
め
る
た
め
、

都
や
国
の
補
助
金
を
使
っ
て
保
育
所

の
新
設
や
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図

る
な
ど
、
保
育
環
境
を
整
備
し
、
サ

ー
ビ
ス
拡
大
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
３
番
目
は
、
難
病
医
療

給
付
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援
医
療

給
付
の
拡
大
や
、
高
齢
者
の
健
康
を

守
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接

種
費
の
増
額
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

　

光
熱
水
費
の
不
足
が
見
込
ま
れ
、

全
体
で
約
２
千
万
円
の
増
額
補
正
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成　

年
度

２５

決
算
額
に
対
し
て
、
画
一
的
に
一
律

　

％
減
の
額
で
平
成　

年
度
当
初
予

１０

２７

算
と
し
て
計
上
し
た
こ
と
、
さ
ら
に

　

件
中　

件
の
補
正
増
で
あ
っ
た
こ

１２１

２１

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
特
段
の
問
題
は

な
い
。
歳
入
で
財
政
調
整
基
金
３
・

５
億
円
の
取
り
崩
し
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
が
、
本
来　

月
議
会
で
あ
っ

１２

た
な
ら
ば
、
緩
や
か
な
景
気
回
復
に

伴
う
税
収
増
も
期
待
で
き
た
と
考
え

ら
れ
、
当
然
の
措
置
と
い
え
る
。
よ

っ
て
本
補
正
予
算
に
は
賛
成
す
る
。

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２５

生
文
教
委
員
会
（
渡
辺
ふ
き
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
６
月　

日
、
８
月

１２

　

日
、
９
月　

日
、　

日
、　

月　

２４

１０

１８

１１

１０

日
、　

日
の
計
６
回
に
わ
た
り
審
査

１９

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
認
証
保
育
所
等
に
在

籍
す
る
乳
幼
児
の
保
護
者
に
対
し
て
、

所
得
段
階
に
応
じ
た
助
成
金
を
交
付

す
る
こ
と
で
格
差
是
正
に
取
り
組
み
、

児
童
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
議
員
か
ら
提
案

し
ま
し
た
。

認
可
外
保
育
室
等
入
所
児
童

保
護
者
助
成
金
の
交
付
に

関
す
る
条
例
（
議
員
提
案
）

　

な
お
、
委
員
会
で
の
審
査
に
お
い

て
、
９
月　

日
に
一
旦
採
決
し
、
原

１０

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
審
査
す
べ

き
事
情
が
判
明
し
た
た
め
、
９
月　
１８

日
に
再
審
査
（
委
員
会
で
再
度
審
査

し
な
お
す
こ
と
）
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
定
例
会
中
も
引
き
続

き
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１１

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
の

採
択
を
受
け
、
議
員
提
案
に
よ
り
委

員
会
で
半
年
の
間
議
論
さ
れ
て
き
た

本
条
例
案
が
厚
生
文
教
委
員
会
で
可

決
さ
れ
る
と
、
市
長
か
ら
「
予
算
的

に
実
現
で
き
な
い
」
と
発
言
が
あ
っ

た
。
議
会
に
対
し
不
誠
実
で
あ
る
。

ま
た
、
市
に
よ
っ
て
見
積
も
ら
れ
た

予
算
も
過
剰
で
あ
り
、
本
条
例
案
は
、

こ
の
ま
ま
で
も
実
現
可
能
で
あ
る
。

「
保
育
料
を
上
げ
て
格
差
を
是
正
す

る
」
と
市
長
は
言
う
が
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
条
例
は
速
や
か
に

可
決
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

認
可
保
育
所
と
認
可
外
保
育
所
の

公
的
補
助
の
格
差
是
正
や
多
子
軽
減

策
の
必
要
性
は
大
い
に
認
め
る
が
、

こ
の
問
題
は
保
育
施
策
全
体
を
見
据

え
た
広
い
視
野
の
中
で
考
慮
す
べ
き
。

ま
た
、
条
例
案
細
部
に
不
確
定
な
点

が
多
く
、
８
千　

万
円
と
多
額
な
財

７６４

源
の
裏
付
け
も
な
く
実
効
性
に
疑
問

が
あ
る
。
多
摩　

市
で
は
こ
れ
を
要

２６

綱
で
定
め
て
い
る
た
め
条
例
の
必
要

性
に
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ

の
問
題
を
認
識
し
な
が
ら
も
議
論
を

行
わ
ず
、
先
送
り
し
て
き
た
市
の
対

応
が
原
因
で
あ
る
。
早
急
に
市
の
責

任
で
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

議　

決　

結　

果

【会派略称】 　　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　緑：緑・市民自治こがねい　　改：改革連合　　　　　　
会：こがねい市民会議　　小：小金井自由民主議 案 の 審 議 結 果

○：賛成 ×：反対 △：退席 議：議長（原則、採決には加わらず） ―：議員として在籍せず（※）

付　

託　

先

小会改緑緑ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自自
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
 総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
 建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

露
口　

哲
治

斎
藤　

康
夫

篠
原
ひ
ろ
し

片
山　
　

薫

坂
井
え
つ
子

林　
　

倫
子

田
頭　

祐
子

渡
辺　

大
三

百
瀬　

和
浩

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

水
上　

洋
志

中
根　

三
枝

遠
藤
百
合
子

中
山　

克
己

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か

原案可決○○議×―××○○○○○○○○○○○○○○○○―予平成２７年度小金井市一般会計補正予算（第５回）

第
４
回
定
例
会

原案可決○○議×―××○○○○○○○○××××○○○○―総小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例

原案可決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―総東京都市公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約

原案可決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―総小金井市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決○○議×―××○○○○○○○○○○○○○○○○―即小金井市市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例

原案可決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―即平成２７年度小金井市一般会計補正予算（第６回）

原案可決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―即小金井市議会運営委員会条例の一部を改正する条例（議員提案）

可　決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―厚小金井市児童発達支援センターの指定管理者の指定について

可　決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―厚小金井市障害者福祉センターの指定管理者の指定について

可　決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―厚小金井市立本町高齢者在宅サービスセンターの指定管理者の指定について

可　決○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―建武蔵小金井南第２自転車駐車場外１２施設の指定管理者の指定について

承　認○○議○―○○○○○○○○○○○○○○○○○○―即小金井市長の在任の期数に関する条例の訂正（議員提案）

否　決×○議○―○○○○××××××○○○○××××―厚小金井市認可外保育室等入所児童保護者助成金の交付に関する条例（議員提案）

原案可決○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即小金井市議会運営委員会条例の一部を改正する条例（議員提案）第
１
回
臨
時
会 承　認○○議○○○○○○○○△△△△○○○○○○○○○即平成２７年度小金井市一般会計補正予算（第７回）の撤回

※　吹春やすたか議員と坂井えつ子議員については、選挙後となる第１回臨時会のみ賛否を掲載しています。



平成２８年（２０１６年）２月９日発行－３－　　（２５０号） 市 議 会 だ よ り

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医会議録が早くご覧になれるように、未定稿（校正中）を公開しています。（URL http://asp.db-search.com/koganei-c/）

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　緑：緑・市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　小：小金井自由民主意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

小会緑改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自

※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。 露
口　

哲
治

斎
藤　

康
夫

片
山　
　

薫

篠
原
ひ
ろ
し

林　
　

倫
子

田
頭　

祐
子

渡
辺　

大
三

百
瀬　

和
浩

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

中
根　

三
枝

湯
沢　

綾
子

中
山　

克
己要　　　旨（提案議員が作成）件　　　名

原案可決△○○議○○○○○○××××○○○○△△△△

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）は、「大筋で合意」されたとしている。
ＴＰＰは、農産物や医療、労働、環境など、まさに国の在り方に関
わる問題である。農産物は「国会決議」にも反するものと言わざ
るを得ない。その内容に不安の声が広がっており、国民に説明す
るためにも臨時国会を直ちに開催し、審議することを求める。

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉の内
容について直ちに臨時国会を開催
し、審議することを求める意見書

原案可決○○×議××○○○○○○○○××××○○○○

市町村の個人番号カード等交付事務に係る経費は、本来全額が国
庫負担であるべきところ、補助金の上限額は低く、市町村は財源
負担を強いられている。平成２８年度以降も、地方公共団体情報シ
ステム機構に支払う交付金の全額を国の負担とし、事務処理等へ
の予算措置、必要な情報提供、研修会の開催等、十分な支援を国
に求める。

マイナンバー制度の円滑な運営に係
る財源確保等自治体の負担軽減を求
める意見書

原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○

マンションの杭打ち工事データの改ざんやデータ流出問題に対し
て全容解明を行うとともに、発注主から建設工事施工事業者の末
端に至るまで法令遵守の徹底を図ること、データ改ざんなどの不
正を許さず、安全を最優先する法制度へと現行法の抜本改正を行
うなど再発防止策を確立することを求める。

マンション工事データ偽装問題の原
因究明と再発防止策の確立を求める
意見書

原案可決×○○議○○○○○○××××○○○○××××

国が介護報酬を改定し、事業者の受け取る報酬を大幅に減らした
ため、全国で介護施設の閉鎖が続いている。安倍首相は介護離職
者ゼロを掲げたが、介護報酬引下げは離職者を増やす。今後の急
速な高齢化に備え、介護報酬引下げではなく介護を充実させるこ
とが必要であるため、介護報酬を元に戻すとともに更なる引上げ
を求める。

介護報酬の引上げを求める意見書

原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○

国は、幼児期の教育が生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な
ものとして、全ての子どもに質の高い幼児教育を保障するため、
幼児教育の無償化に取り組むことを決定した。幼児教育の無償化
は、幼稚園のみならず保育園も含めて対象となる。認可外保育室
も対象に含め、区市町村の財政負担を軽減する対応を行うことを
求める。

幼児教育の無償化に向けて、国の補
助金の増額を求める意見書

原案可決△○○議○○○○○○△△△△○○○○△△△△

財務省は、教職員を約３万７千人削減するよう求める方針を示し
た。子どもの健やかな成長のために今必要なのは、どの子も等し
くその能力に応じて学ぶことができる場を地域の中に作っていく
ことである。子どもの実態、現場の実情を無視した無責任な暴論
と言わざるを得ない。よって、方針撤回と教育環境の充実を強く
求める。

小中学校の教職員削減の方針撤回と
全ての子どもの学習権の保障を求め
る意見書

原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○

骨髄バンク事業では、骨髄等の提供に際しての検査等に必要なド
ナー側の負担軽減に関して、様々な取組が行われている。しかし
現在、ドナーが検査等で病院に出向く等で仕事を休業した場合の
補償は行われていない。ドナーが安心して骨髄等を多くの患者に
提供できる仕組みづくりを早急に構築することを求める。

骨髄移植ドナーに対する支援の充実
に関する意見書

反
対
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

要
介
護
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

際
の
自
己
負
担
額
は
、
全
体
の
１
割

（
ま
た
は
２
割
）
で
、
残
り
は
税
金

と　

歳
以
上
の
方
が
払
う
介
護
保
険

４０
料
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
介
護
報
酬
引

下
げ
の
目
的
は
、
要
介
護
者
の
自
己

負
担
軽
減
と
介
護
職
員
給
与
１
万
２

千
円
の
引
上
げ
な
ど
、
処
遇
改
善
加

算
の
財
源
確
保
の
た
め
で
あ
る
。
改

定
後
の
介
護
施
設
の
廃
止
・
休
止
件

数
も
正
確
な
根
拠
は
な
い
。
改
定
後
、

自
己
負
担
額
は
年
間
３
千
円
程
度
の

軽
減
と
な
っ
た
。
直
ち
に
元
に
戻
し
、

更
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
処
遇
改
善

の
見
通
し
も
な
く
、
賛
成
で
き
な
い
。

 　

常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情
の
審

査
の
ほ
か
、
委
員
会
の
所
管
に
属
す

る
市
の
事
務
を
独
自
に
調
査
す
る

「
所
管
事
務
調
査
」
を
行
う
権
限
が

あ
り
ま
す
。

　

厚
生
文
教
委
員
会
で
は
平
成　

年
２７

第
２
回
定
例
会
に
、
建
設
環
境
委
員

会
で
は
第
４
回
定
例
会
に
、
次
の
所

管
事
務
調
査
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
平
成　

年
３
月
ま
で
継
続
し
て
調

２９

査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

▽　

２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
て
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

関
す
る
諸
問
題
の
調
査

▽　

子
ど
も
に
関
す
る
諸
問
題
の
調

査
【
建
設
環
境
委
員
会
】

▽　

駅
周
辺
の
開
発
・
整
備
に
係
る

諸
問
題
の
調
査

▽　

小
金
井
市
の
環
境
政
策
推
進
に

係
る
諸
問
題
の
調
査

所
管
事
務
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す

介
護
報
酬
の
引
上
げ
を

求

め

る

意

見

書

総務企画委員会
▶小金井市長の在任の期数に関する条例　▶第
二庁舎の取得に関する陳情書　▶第二庁舎を地
主から買い取らないことを求める陳情書　▶東
部地域への市政センターの設置を求める陳情書
　▶財政援助団体の適正な運営の確保に関する
陳情書　▶新入職員を消防団に研修配属するこ
とを求める陳情書

厚生文教委員会
▶福祉売店「りんくの店」に関する陳情書　▶
所管事務調査（２０２５年問題に向けての地域包括
ケアシステム構築に関する諸問題の調査）　 ▶
所管事務調査（子どもに関する諸問題の調査）

建設環境委員会
▶小金井市道路行政の正常化を求める陳情書
（２）　 ▶小金井市道路行政の正常化を求める
陳情書（３）　 ▶所管事務調査（駅周辺の開発・
整備に係る諸問題の調査）　▶所管事務調査（小
金井市の環境政策推進に係る諸問題の調査）

議会運営委員会
２月１２日（金）午前１０時
２月１７日（水）午後２時
▶小金井市議会事務局職員数及び市議会議員定
数の削減に関する陳情書　▶小金井市議会にお
ける審議時間、資料要求数の削減に関する陳情
書　▶教育長の選任同意にあたって、採決前に、
候補者の考えを確認すること等を求める陳情書

　▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期
定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、
議会運営に関する調査　②議会の会議規則、委
員会条例等に関する調査　③議会運営に関する
議長の諮問事項について

行財政改革調査特別委員会
▶行財政改革に係る諸問題の調査

資源循環型社会推進調査特別委員会
▶廃棄物の３Ｒ（リデュース＝発生抑制・リユ
ース＝再使用・リサイクル＝再生利用）を推進
し、循環型社会を構築するための調査

引き続き審査する案件
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自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
リベラル保守の会
生活者ネットワーク
改革連合
緑・市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井自由民主

（自民党小金井）
（ 日本共産党 ）
（ 公　 明　 党 ）
（市議会民主党）
（リベラル保守）
（生活者ネット）
（ 改 革 連 合 ）
（緑・市民自治）
（ 市 民 会 議 ）
（ 小金井自民 ）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面〜６面）
１１月５日、９日

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

稲
葉
市
政　

年
の
中
で
は
様
々
な

１６

成
果
が
あ
り
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
は
平
成　

年
３１

度
中
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
、
多
摩
地

域
の
自
治
体
、
一
部
事
務
組
合
に
可

燃
ご
み
処
理
の
ご
支
援
も
頂
い
て
お

り
、
行
政
運
営
に
当
た
っ
て
他
自
治

体
や
関
係
団
体
等
と
の
信
頼
関
係
は

ま
さ
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
今
、

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
は
一
体
的
な
支
援
が
非
常

に
効
果
的
で
、
全
体
的
に
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
今
ま
で
構
築
し
た

財
産
を
無
駄
に
せ
ず
今
後
も
都
市
基

盤
の
更
な
る
充
実
な
ど
市
民
の
利
便

性
の
高
い
拠
点
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
。
行
財
政
改
革
で
は
人
件
費

比
率
改
善
を
は
じ
め
様
々
な
改
革
が

進
め
ら
れ
、
持
続
可
能
な
行
政
に
向

け
更
に
引
き
続
き
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
各
行
政

施
策
を
転
換
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で

構
築
し
た
財
産
を
無
意
味
な
も
の
に

し
て
し
ま
う
。
市
政
の
安
定
継
続
を
。

市
政
の
安
定
継
続

市
政
の
安
定
継
続
のの

必
要
性
に
つ
い

必
要
性
に
つ
い
てて

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

　

コ
コ
バ
ス
は
、
平
成　

年
春
の

１５

「
北
東
部
循
環
」
に
始
ま
り
、
平
成

　

年
か
ら
は
「
貫
井
前
原
循
環
」「
東

１７町
循
環
」「
中
町
循
環
」
の
３
路
線
を

運
行
開
始
し
、
平
成　

年
９
月
に
は
、

２０

コ
コ
バ
ス
・
ミ
ニ
が
前
原
町
・
中
町

坂
下
地
域
と
駅
と
を
結
ん
だ
。
こ
の

時
点
で
、
市
長
が
当
初
予
定
し
て
い

た
事
業
と
し
て
は
達
成
さ
れ
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
坂
下
住

民
か
ら
は
、
貫
井
前
原
循
環
の
通
学

路
問
題
、
野
川
・
七
軒
家
循
環
の
乗

り
残
し
問
題
、
ル
ー
ト
変
更
や
増
便

な
ど
の
改
善
要
望
が
出
て
い
る
。
契

路
線
の
変
更
、
早
朝
運
行
、
増
便
や
、

前
原
４
・
５
丁
目
の
東
八
道
路
南
側

住
民
か
ら
の
誘
致
要
望
に
対
し
て
の

見
解
は
。
形
赤
字
路
線
が
多
い
が
、

利
用
料
金
変
更
の
考
え
は
。
径
車
内
、

車
体
、
バ
ス
停
を
利
用
し
て
広
告
料

収
入
の
検
討
を
し
な
い
か
。

　

交
通
対
策
課
長　

契
北
東
部
で
は

ル
ー
ト
の
一
部
変
更
及
び
運
行
時
間

延
長
を
実
施
し
、
武
蔵
小
金
井
駅
前

前
原
町
４
・
５
丁

前
原
町
４
・
５
丁
目目

東
八
道
路
南
の
コ
コ
バ
ス

東
八
道
路
南
の
コ
コ
バ
ス
運運
行行

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

契
稲
葉
市
長
就
任
時
、
前
市
長
か

ら
引
き
継
い
だ
革
新
市
政
の
負
の
遺

産
、
高
い
人
件
費
比
率
、
な
い
に
等

し
い
基
金
残
高
、
そ
し
て
こ
う
し
た

危
機
的
財
政
を
多
摩　

市
平
均
並
み

２６

へ
改
善
さ
せ
た
行
革
の
取
組
等
に
つ

い
て
、
総
括
的
な
答
弁
を
求
め
る
。

形
現
在
、
人
件
費
比
率
は
多
摩　

市
２６

平
均
に
よ
う
や
く
近
づ
い
た
が
、
福

祉
会
館
等
の
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

や
下
水
道
等
の
更
新
対
応
が
あ
り
、

襲
い
来
る
財
政
課
題
に
対
し
果
敢
に

挑
戦
す
べ
き
だ
。
目
前
の
課
題
と
し

て
は
、
職
員
の
６
人
に
１
人
が
保
育

園
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
窓
口
業

務
の
民
間
委
託
が
進
ま
な
い
実
態
が

あ
る
。
正
規
職
員
に
は
正
規
職
員
に

し
か
で
き
な
い
業
務
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

市
長　

契
市
長
に
就
任
し
た
当
時
、

財
政
調
整
基
金
は　

万
円
し
か
な
か

７０

っ
た
。
当
市
の
財
政
再
建
は
人
件
費

か
ら
で
あ
る
。
過
去
の　

％
を
超
え

４５

る
人
件
費
比
率
か
ら
、
今
の　

％
へ

１６

改
善
す
る
ま
で　

年
か
か
っ
た
。
こ

４０

稲
葉
市
政
の
財
政
再
建

稲
葉
市
政
の
財
政
再
建
とと

課
題
へ
の
更
な
る
挑

課
題
へ
の
更
な
る
挑
戦戦

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

契
財
政
問
題
に
つ
い
て
。
大
久
保

元
市
長
か
ら
引
き
継
い
で　

年
が
経

１６

っ
た
。
経
常
収
支
比
率
が
大
き
く
改

善
し
た
と
い
う
に
は
遠
い
。「
陽
は

昇
っ
た
」
と
言
え
る
の
か
。
形
人
件

費
問
題
に
つ
い
て
。
ま
だ
改
善
の
余

地
は
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
の
か
。
径

後
継
者
は
、
五
十
嵐
京
子
さ
ん
１
名

だ
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。
恵　

年
１６

間
の
稲
葉
市
政
を　

点
満
点
で
採
点

１００

す
る
と
、
自
身
は
何
点
の
採
点
を
す

る
の
か
。

　

市
長　

契
「
陽
は
昇
っ
た
」
の
か

ど
う
か
は
市
民
の
判
断
に
な
る
。
形

ま
だ
ま
だ
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
市
並
み
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
径
後
継
者
は
指
名
し

な
い
。
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
も
し

稲
葉
市
長
へ
の
最
後
の
質

稲
葉
市
長
へ
の
最
後
の
質
問問

「
市
政
を
総
括
す
る

「
市
政
を
総
括
す
る
」」

て
い
な
い
。
首
長
と
い
う
の
は
大
変

な
仕
事
で
あ
り
「
あ
な
た
、
や
り
ま

せ
ん
か
」
と
軽
々
に
言
え
な
い
。
私

も
平
成　

年
当
時
、
胃
潰
瘍
に
な
っ

１６

た
。
五
十
嵐
さ
ん
を
後
継
指
名
し
た

と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
た
だ
本
人

が
後
継
だ
と
言
え
ば
、
そ
れ
で
も
構

わ
な
い
。
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

恵
採
点
の
基
準
が
な
い
。
私
は
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
た
。

■
最
後
に
「
項
目
に
よ
っ
て
は　

点
、

３００

項
目
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス　

点
」

３００

と
私
な
り
の
採
点
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

況
。
被
保
険
者
数
は
減
少
し
て
い
て

も
、
前
期
高
齢
者
数
は
増
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
要
因
。
径
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
検
討
を
要
し
た
い
。

　

市
民
部
長　

恵
無
尽
蔵
に
増
額
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

許
２
０
１
８
年
度
か
ら
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
国
保
の
広
域
化
に
つ

い
て
。
契
小
金
井
市
の
国
保
税
の
見

込
額
は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。
形
そ

の
他
一
般
会
計
繰
入
金
は
行
え
る
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　

保
険
年
金
課
長　

契
現
時
点
で
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
形
法
律
と
し
て

は
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
な
ぜ
、
小
金
井
市
は
三
多
摩

で
一
番
、
国
保
税
額
が
高
い
の
か
。

形
２
０
１
４
年
度
と
同
程
度
の
歳

入
・
歳
出
で
あ
れ
ば
、
１
人
当
た
り

９
千
円
程
度
の
国
保
税
額
の
引
下
げ

が
可
能
で
は
な
い
か
。
径
来
年
度
、

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
。

恵
三
多
摩
で
一
番
高
い
国
保
税
を
引

き
下
げ
る
た
め
、
そ
の
他
一
般
会
計

繰
入
金
の
増
額
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

保
険
年
金
課
長　

契
小
金
井
市
は

　

市
平
均
よ
り
１
人
当
た
り
の
保
険

２６給
付
費
は
少
な
い
が
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
少
な
く
、
国
の
調
整
交
付

金
も
少
な
い
。
形
見
解
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
平
成　

年
度
の
執
行

２７

状
況
で
は
、
調
定
額
は
前
年
度
割
れ

と
な
る
状
況
。
一
方
、
保
険
給
付
費

は
前
年
度
に
比
し
て
伸
び
て
い
る
状

三
多
摩
で
最
も
高

三
多
摩
で
最
も
高
いい

国
保
税
の
引
下
げ

国
保
税
の
引
下
げ
をを

前
原
４
・
５
丁
目
、
東
八
道
路
南
側

の
コ
コ
バ
ス
運
行
も
住
民
の
悲
願

交
通
広
場
の
完
成
に
合
わ
せ
て
南
側

３
路
線
を
駅
前
に
乗
り
入
れ
た
。
前

原
町
４
・
５
丁
目
、
東
八
道
路
南
側

地
区
は
、
市
の
考
え
る
交
通
不
便
地

域
で
は
な
い
。
形
運
賃
は
、
ル
ー
ト

や
時
間
帯
の
問
題
等
、
総
合
的
に
今

後
判
断
す
る
。
径
バ
ス
の
車
体
変
更

に
よ
り
、
窓
の
上
に
ポ
ス
タ
ー
が
見

や
す
く
貼
れ
る
場
所
が
で
き
た
の
で
、

運
行
業
者
等
と
調
整
し
た
い
。　

多
く
の
人
が
訪
れ
る
市
役
所
の
窓
口

の
間
の
財
政
は
、
ほ
と
ん
ど
事
業
費

と
い
う
よ
り
人
件
費
に
費
や
し
た
こ

と
に
な
る
。
ご
み
問
題
も
大
変
だ
っ

た
が
、
多
摩
各
市
の
信
頼
を
得
て
乗

り
切
れ
た
。
形
今
後
、
市
民
参
加
、

市
民
協
働
が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。
行
政
の
守
備
範
囲

は
ど
こ
な
の
か
、
正
規
職
員
で
や
る

べ
き
こ
と
は
ど
の
範
囲
な
の
か
を
選

択
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

市
長　

安
定
し
た
市
政
、
そ
し
て

信
頼
さ
れ
る
市
政
が
基
本
と
考
え
る
。

行
政
は
継
続
性
で
あ
り
、
今
大
き
な

市
政
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
大
き

く
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
信

頼
関
係
を
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
。

■
そ
の
他
、
被
災
時
災
害
対
策
と
し

て
、
訓
練
の
成
果
と
反
映
、
災
害
対

策
本
部
設
置
場
所
、
外
国
人
の
母
国

語
対
応
等
を
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

市
の
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る

市
役
所
本
庁
舎
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新庁舎建設が望まれる蛇の目ミシン工場跡地

一
般
質
問
と
は

　議員が議案を審議・議決する以外に、
市政全般にわたり、市長や行政機関など
に対し、質問することができます。
　市が行う事務の状況や将来に対する方
針などについての質問をし、報告や説明
を求めることをいいます。

 一般質問はいつ行われるの？
 原則３月、６月、９月、１２月の年４回の
定例会で行います。

 質問時間はどのくらい？
 １人１回おおむね１時間以内です。
 傍聴はできるの？
 だれでも傍聴できますので、議会事務局
で傍聴の手続をしてください。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

議議
会会

ＱＱ
＆
 
＆ 
ＡＡ

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

契
介
護
報
酬
が
今
春
引
き
下
げ
ら

れ
、
介
護
事
業
所
の
経
営
は
ま
す
ま

す
大
変
に
な
っ
て
い
る
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
が
待
望
さ
れ
て

い
る
が
、
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
に

願
う
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
待
機
者
が
増
え
る
一
方
、
空
き
家
、

運
営
者
、
パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
て

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
で
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
利
用
者
が
そ
の
ま
ま

宿
泊
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
お

泊
り
デ
イ
」
が
増
え
、
利
用
者
に
も

そ
こ
で
働
く
労
働
者
に
も
劣
悪
な
状

況
と
な
り
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
国
は
今
春
、
こ
の
「
お
泊
り
デ

イ
」
の
基
準
を
示
し
た
が
、
市
の
実

態
把
握
と
対
処
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
形
「
国
有
地
を
活
用
し

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
を
」
と

お
泊
り
デ
イ
の
実
態
把
握

お
泊
り
デ
イ
の
実
態
把
握
とと

特
養
の
早
期
建
設

特
養
の
早
期
建
設
をを

い
う
趣
旨
の
陳
情
書
が
採
択
さ
れ
て

い
る
。
現
状
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

介
護
福
祉
課
長　

契
市
内
で
保
険

外
の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
通
所
介
護
事
業
所
は
６
か
所
。
事

故
問
題
等
が
あ
れ
ば
事
故
報
告
書
や

ケ
ア
マ
ネ
、
利
用
者
か
ら
の
声
で
把

握
す
る
。
今
後
も
基
準
な
ど
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

　

市
長　

形
待
機
者
が
多
く
い
る
状

況
で
、
施
設
整
備
が
必
要
だ
と
痛
感

し
て
い
る
。
私
も
都
や
国
と
直
接
折

衝
し
て
い
る
。
今
定
例
会
で
方
向
性

が
報
告
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

許
中
期
財
政
計
画
案
に
つ
い
て
問

う
。
契
待
機
児
童
の
多
さ
な
ど
が
、

民
生
費
の
割
合
が
三
多
摩
の
中
で
最

低
と
い
う
問
題
に
表
れ
て
い
る
。
再

開
発
な
ど
大
規
模
事
業
を
見
直
し
て
、

市
民
生
活
を
支
援
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
形
特
に
待
機
児
童
問
題
は
、
対

策
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
が
最
大
の
問

題
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

契
ま
ち
づ
く
り
も
福
祉
の

一
環
で
あ
る
。
形
待
機
児
童
が
あ
っ

て
い
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
保
育

園
を
増
や
し
て
も
追
い
つ
か
な
か
っ

た
こ
と
が
事
実
だ
と
思
う
。

緒
に
ト
イ
レ
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
み
、「
き
れ
い
に
使
お
う
」
と

の
意
識
が
高
ま
り
「
排
泄
を
恥
ず
か

し
が
る
」
意
識
が
低
下
し
た
と
の
こ

と
。
市
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長

　

契
食
器
洗
い
学

習
で
使
わ
れ
た
洗

剤
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
生
分
解
性

の
も
の
と
メ
ー
カ

ー
に
確
認
し
た
。

指
針
と
の
乖
離
は

な
い
と
判
断
し
て

い
る
。
形
業
者
が

用
意
し
保
管
し
て
い
る
。
径
保
護
者

の
取
組
は
、
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
、

校
長
と
保
護
者
が
協
議
し
実
施
す
る

も
の
。
教
育
委
員
会
と
し
て
実
施
す

る
考
え
は
、
現
在
持
っ
て
い
な
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
結
果
と

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
問
う
。
契
耐

震
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
本
庁
舎

の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
新
庁
舎
建

設
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
形
稲

葉
市
長
が
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第

２
地
区
の
再
開
発
を
成
立
さ
せ
る
た

め
に
「
駅
前
市
役
所
計
画
」
に
こ
だ

わ
っ
た
こ
と
が
、
市
庁
舎
建
設
を
遅

ら
せ
て
き
た
最
大
の
問
題
で
は
な
い

か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
新
庁
舎
建
設

に
は
、
既
存
施
設
の
整
理
な
ど
課
題

が
あ
る
。
課
題
解
決
の
期
間
の
長
短

に
応
じ
て
、
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
の

要
否
な
ど
見
定
め
て
い
く
。

　

市
長　

形
再
開
発
か
、
そ
れ
と
も

庁
舎
が
必
要
か
と
な
れ
ば
、
再
開
発

は
や
る
べ
き
と
考
え
た
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
問

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
問
うう

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

小
金
井
市
の
環
境
行
動
指
針
に
は

「
洗
剤
は
極
力
石
け
ん
を
使
用
し
、

合
成
洗
剤
は
必
要
以
上
に
使
用
し
な

い
」
と
あ
る
。
契
１
年
生
の
生
活
科

の
授
業
で
、
大
手
石
鹸
企
業
の
出
張

授
業
が
あ
っ
た
。
市
の
指
針
と
乖
離

は
な
い
か
、
な
ど
保
護
者
か
ら
不
安

の
声
が
あ
っ
た
。
授
業
で
は
自
社
製

品
が
使
わ
れ
た
の
か
。
環
境
に
配
慮

す
る
企
業
等
に
授
業
を
お
願
い
し
て

は
ど
う
か
。
形
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

清
掃
は
、
業
者
委
託
で
年
に　

回
の

４８

み
。
ト
イ
レ
に
は
塩
酸
と
合
成
界
面

活
性
剤
入
り
の
洗
浄
剤
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
誰
が
購
入
し

た
も
の
か
。
径
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
、
石
け
ん
を
使
っ
た
ト
イ

レ
清
掃
を
始
め
た
学
校
が
市
内
に
あ

る
。
ま
た
、
他
市
で
は
子
ど
も
も
一

子
ど
も
も
一
緒

子
ど
も
も
一
緒
にに

学
校
ト
イ
レ
の
エ
コ
清
掃

学
校
ト
イ
レ
の
エ
コ
清
掃
をを

　視覚に障がいのある方を対象に、カセットテープやデ
イジーＣＤに市議会だよりの内容を音声で収録した「声
の議会だより」をお届けしています。
　ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある方がいまし
たら、ご利用をお勧めください。ご希望の方は、電話で
議会事務局へお申し込みください。
　なお、収録はボランティアグループの「小金井市対面
朗読の会」のご協力をいただいています。
【対　象】
　原則として障害者手帳１〜６級の視覚障がいのある方
（対象者以外でも、図書館本館でご利用いただけます）
【申　込】
　議会事務局（市役所本庁舎４階）
　☎０４２－３８７－９９４７

「声の議会だより」をご利用くださ「声の議会だより」をご利用くださいい
視覚に障がいのある方へ

資源循環型社会推進調査特別委員会

１月１８日〜１９日
▷北河内４市リサイクル施設組合（ごみ処理
施設について）
▷静岡県磐田市（ごみ処理施設について）

行財政改革調査特別委員会

１月２５日〜２６日
▷大阪府池田市（窓口業務のアウトソーシン
グについて）
▷兵庫県明石市（人物重視の新卒採用制度に
ついて）

議会運営委員会

１月２８日〜２９日
▷岐阜県可児市（議会改革の取組について）
▷滋賀県大津市（政策検討会議・議会ミッシ
ョンロードマップについて）

総務企画委員会

２月４日〜５日
▷京都府綾部市（機能別消防団及びハイパー
消防団について）
▷大阪府箕面市（シティプロモーションにつ
いて）

厚生文教委員会

２月９日〜１０日
▷岡山県総社市（「障害者千人雇用」政策）
▷大阪府大阪市住吉区（みんなの学校（地域
に開かれた学校））

※　過去の行政視察報告書は、議会図書室
（本庁舎４階）または情報公開コーナー（第
二庁舎６階）で閲覧できます。
※　このほか、平成２７年１１月２０日〜２２日に、
三宅村へ友好都市交流視察を行いました。

委員会の視察先とテー委員会の視察先とテーママ

保護者と児童がトイレ清掃に取
り組む東久留米市立第三小学校

その後特別養護老人ホームを建設することが
明らかにされた貫井北町公務員住宅跡地
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林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

２
０
１
６
年
３
月　

日
を
も
っ
て

３１

福
祉
会
館
が
閉
鎖
に
な
る
。
市
民
が

活
動
す
る
場
と
し
て
学
校
施
設
を
利

用
し
た
い
と
い
う
声
は
上
が
っ
て
く

る
と
予
想
す
る
。
契
現
在
で
も
、
会

議
室
や
校
庭
使
用
の
受
付
は
学
校
が

行
っ
て
い
る
。
そ
の
事
務
で
通
常
業

務
に
支
障
は
出
て
い
な
い
の
か
。
形

学
校
施
設
の
市
民
へ
の
開
放
拡
大
と

予
約
の
簡
素
化
を
図
ら
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
各
校
長
の
判

断
で
、
教
育
、
学
習
等
に
支
障
の
な

い
限
り
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
な
っ
て
い
て
、
利
用
状
況
は
年
々

増
え
て
い
る
と
確
認
し
て
い
る
。
し

か
し
、
事
務
の
軽
減
を
求
め
る
声
は

上
が
っ
て
い
な
い
。
形
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
の
た
め
の
管
理
体
制
の

強
化
、
施
設
の
改
修
、
利
用
団
体
等

福
祉
会
館
閉
鎖
に
伴

福
祉
会
館
閉
鎖
に
伴
うう

学
校
施
設
利
用
に
つ
い

学
校
施
設
利
用
に
つ
い
てて

の
調
整
や
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
課

題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教

室
の
完
全
実
施
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

教
室
の
確
保
が
難
し
い
。
学
校
施
設

の
利
用
は
大
変
厳
し
い
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
生
涯
学
習
課

の
事
業
で
は
、
利
用
受
付
を
課
職
員

と
利
用
者
で
行
っ
て
い
る
の
で
学
校

へ
の
負
担
は
軽
減
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
今
後
も
地
下
水
を
飲
料

水
と
し
て
利
用
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
に
際

し
て
情
報
公
開
を
都
に
求
め
る
こ
と

と
、
雨
水
浸
透
施
設
の
費
用
的
な
効

果
を
質
問
し
ま
し
た
。

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

虚
第
二
庁
舎
は
庁
舎
と
し
て
の
耐

震
性
能
を
持
っ
て
い
な
い
。
平
成　
２６

年
第
３
回
定
例
会
で
購
入
を
提
案
さ

れ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
耐
震

性
能
を
確
保
す
る
考
え
で
あ
っ
た
の

か
。
あ
る
い
は
考
え
は
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
、
庁
舎
の
利
用
終
了
後
は

図
書
館
本
館
や
公
民
館
に
利
用
す
る

構
想
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
設
計

荷
重
条
件
か
ら
困
難
で
あ
る
。
こ
れ

ら
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
た
の

か
。
構
造
計
算
書
を
十
分
検
証
し
て

購
入
議
案
を
提
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　

企
画
財
政
部
長　

ご
指
摘
ど
お
り

建
築
当
時
は
新
耐
震
設
計
に
準
拠
し

た
建
築
で
あ
っ
た
。
購
入
に
よ
り
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
し
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に
資
す
る
よ
う

第
二
庁
舎
の
解
消

第
二
庁
舎
の
解
消
とと

新
庁
舎
建

新
庁
舎
建
設設

考
え
て
い
た
。
庁
舎
利
用
後
は
、
行

政
需
要
な
ど
配
慮
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

許
新
庁
舎
建
設
予
定
地
北
側
の
Ｊ

Ｒ
高
架
下
敷
地
を
市
が
確
保
す
る
こ

と
は
、
庁
舎
建
設
に
極
め
て
重
要
な

意
味
を
持
つ
が
、
市
と
し
て
の
考
え

は
今
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

市
と
し
て
重
大
な
関
心
が

あ
り
、
独
自
に
利
用
を
進
め
な
い
よ

う
に
Ｊ
Ｒ
に
話
を
し
て
い
る
。
市
が

借
り
ら
れ
な
い
状
況
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
土
地
の
活

用
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

計
画
で
は
、
廃
棄
物
処
理
施
設
配
置

計
画
を
２
０
１
６
・　

年
度
で
検
討

１７

す
る
と
の
こ
と
。
市
役
所
建
設
予
定

地
内
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
、

廃
棄
物
関
連
処
理
施
設
の
移
転
計
画
、

中
間
処
理
場
の
計
画
が
な
く
、
建
設

予
定
地
内
で
の
建
設
計
画
は
白
紙
の

状
態
。
新
福
祉
会
館
を
市
役
所
と
一

緒
に
建
設
す
る
案
は
困
難
で
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
現
在
同
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
土
地
は
、
中
間
処
理
場

の
建
物
更
新
の
際
に
必
要
で
あ
る
。

　

環
境
部
長　

形
今
後
に
つ
い
て
は

配
置
計
画
の
中
で
お
示
し
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
お
答
え
で
き
な
い
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
福
祉
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
。

契
仮
移
転
に
伴
う
代
替
施
設
に
つ
い

て
は
、
公
共
住
宅
の
集
会
施
設
の
利

用
等
を
提
案
し
て
き
た
が
、
検
討
状

況
は
。
形
今
後
、
公
民
館
で
青
年
学

級
な
ど
を
円
滑
に
行
え
る
の
か
。
径

公
民
館
の
将
来
計
画
の
検
討
状
況
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
新
た
な
活
動

場
所
の
確
保
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
今

後
調
整
し
て
い
く
。

　

公
民
館
長　

形
可
能
な
限
り
確
保

し
た
い
。
青
年
学
級
は
、
学
校
施
設

で
開
催
す
る
方
向
で
調
整
中
。
径
公

民
館
運
営
審
議
会
と
協
議
し
、
１
月

に
中
長
期
計
画
案
を
諮
問
す
る
予
定
。

　

許
ご
み
処
理
施
設
、
市
役
所
の
配

置
計
画
に
つ
い
て
。
契
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
新
福
祉
会
館
の
中
に

含
め
る
理
由
は
何
か
。
形
中
期
財
政

新
福
祉
会
館
建
設
計

新
福
祉
会
館
建
設
計
画画

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
うう

Ａ

Ｑ

本会議は年４回（３月、６月、９月、１２月）定期的に開かれる定例会と、必要に応じて開かれる臨時会があり、原
則、市長が招集します。
定例会・臨時会とも会期が定められ、本会議や委員会を開き、議案などを審議・審査し、議会としての意思を決定
します。定例会は約１か月間開かれます。市長や議員から提出される議案や議員案、市民から提出される請願・陳
情書は、おおむね以下のような流れで審議・審査されます。

議会はどのような流れで進むのですか？ 議議 会会ＱＱ＆＆ＡＡ

説

明

討

論

質
疑
・
答
弁

採

決

委
員
長
報
告

採

決

討

論

可 決

否 決

継続審査

提
出
者
の
説
明

委

員

会

へ

付

託

質
疑
・
答
弁

本 会 議 本 会 議委 員 会

※付託→議長が議案などを委員会で審査するよう任せること。
※討論→議案への賛成や反対の意思を表明すること。
※採決→議案に対して議長（委員長）が本会議（委員会）で表決をとる

行為のこと。

※請願・陳情の場合は、可決が採択、否決が不採択となります。

議
案
の

提

出
市　長

議　員
議
員
案
の

提

出

市　民

請
願
・
陳
情
の

提

出

庁
舎
と
し
て
の
耐
震
性
能
を
有
し

て
い
な
い
第
二
庁
舎

今後、ますます市民の要望が増す学校施設の
開放。早急に利用環境を整えるべき

ご
み
処
理
施
設
再
配
置
の
工
程
修

正
（
本
人
作
成
資
料
）

※　この図は現在の市の方針を解説したもので、実際は
市民の皆さんと協議しながら進めていくものです。
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　緑：緑・市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　小：小金井自由民主請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

○：賛成  ×：反対  △：退席  議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

小会緑改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自
付託先略称　総：総務企画委員会　　　厚：厚生文教委員会　　
 建：建設環境委員会 議：議会運営委員会

露
口　

哲
治

斎
藤　

康
夫

片
山　
　

薫

篠
原
ひ
ろ
し

林　
　

倫
子

田
頭　

祐
子

渡
辺　

大
三

百
瀬　

和
浩

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

中
根　

三
枝

湯
沢　

綾
子

中
山　

克
己要　　　旨件　　　名

採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

公共用地境界図抄本の証明文について、「道路区域の境界線図のと
おり確認済み」へと変更すること、「図面番号」と「道路区域点」の
名称を用いることが確約されたが、履行されていない。速やかな実
施を求める。

小金井市道路行政の正常化を
求める陳情書（１）

採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚

都が今年度追加した「医療保健政策市区町村包括補助事業」の中の
「骨髄移植支援事業」に当たる、白血病などの血液疾患等における
骨髄移植ドナーになった方への支援について、市の制度の策定を求
める。

骨髄移植ドナー支援に関する
陳情書

採　択×○○議○○○○○○××××○○○○××××総

①事故発生時の市長の対応、②都港湾局、空港事務所からの連絡の
時期・内容、③慣熟飛行、④着陸高度の現状と対応策、⑤他市等へ
の働きかけ、⑥課題認識と次期市長への引継ぎについて、確認する
ことを求める。

調布飛行場墜落事故に関して
小金井市の対応状況について
説明していただくことを求め
る陳情書

不採択×○○議○○○○××××××××××××××議
市議会議員の行政への監視機能を向上するため、東京都議会、日光
市議会等、先進自治体議会に先例のある「文書質問制度」を議会基
本条例に規定することについて調査することを求める。

議会基本条例制定に際し「文
書質問制度」を導入すること
の調査を求める陳情書

不採択×××議××××××××××××××××××厚
小金井市立図書館における青少年の健全たる育成等を阻害する図書
の排除のため、市の例規を改正すること、また、関係法令の改正に
ついて、国と東京都に対し意見書を提出することを求める。

公立図書館における青少年の
健全たる育成等を阻害する図
書の排除を求める陳情書

不採択×××議××××××××××××××××××総
稲葉市政１６年間の課題を検証する第三者機関について、稲葉市長自
らが設置し、次期市長に引き継ぐよう稲葉市長に求めることを求め
る。

稲葉市政１６年間の第三者検証
機関の設置を求める陳情書

不採択×○○議○○○○××××××××××××××総

今任期における市長、市長の後援会・確認団体による政党支部・政
治団体等への現金供与の実態、迂回献金の事実の有無の確認、公職
選挙法等や議員の政治倫理条例に対する見解を明らかにすること等
を求める。

稲葉市長による市議所属政党
支部への多額な現金供与につ
いて、事実関係を明らかにす
ることを求める陳情書

請願・陳情の審査の流れ

請　

願
・
陳　

情

議　

長　

受　

理

議会事務局へ提出いただいた請願・陳情の審査は次のように行われます。

本会議で所
管の委員会
に付託

委員会で
審査

本会議で
採決(※)

市長等へ
送付

請願・陳情
代表者へ通
知

不採択

採択

継続審査

本会議の最終日
に所管の委員会
に付託

閉会中の委員会
で審査

次の定例会

市長等が願意
にそって執行
・処理

執行・処理経
過及び結果を
議長へ報告

定例会 ※　採択、不採択、継続審査の他に趣旨採択及び審議未了と
なる場合があります。なお、いずれの場合も請願・陳情代
表者に結果が送付されます。

趣旨採択とは
　請願・陳情について、財政事情等から願意を実現すること
が困難な場合に行う、「請願・陳情全体の願意は理解でき、
その趣旨目的には賛成である」という意味の議決です。
審議未了とは
　議会が、その意思を示すべき案件ではない等の判断を行い、
会期中に議決も継続審査決定もしないことで、会期不継続の
原則により、廃案（審議未了）とするものです。

●定例会2日目の午後5時
　までに提出されたもの

●定例会最終日の2日前の午後5時
　までに提出されたもの

●閉会中に提出されたもの

　

名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
を
生

ん
だ
、
武
蔵
野
新
田
開
発
の
功
労

者
で
あ
る
川
崎
平
右
衛
門
と
多

摩
・
小
金
井
の
関
係
に
つ
い
て
、

歴
史
的
な
見
地
か
ら
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
市
民
の
方
に

も
公
開
で
行
い
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
で
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
後

１５

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
第

一
会
議
室

講　

師　

馬
場
治
子
さ
ん
（
元
・

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
学
芸

員
）

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

４０

参
加
費　

無
料

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
最
高

規
範
と
な
る
も
の
で
、
市
議
会
と
し

て
活
動
原
則
、
市
民
や
市
長
と
の
関

係
等
を
明
文
化
す
る
な
ど
、
議
会
の

あ
る
べ
き
姿
や
議
会
運
営
に
関
す
る

基
本
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
、
平
成　

年
度

２３

か
ら
、
公
開
の
場
で
あ
る
議
会
運
営

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、
条
例
の
素

案
た
た
き
台
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
の
市
議
会
議
員
改
選
後
、

２５

全
会
派
の
議
員
が
参
加
す
る
、
公
開

の
「
議
会
基
本
条
例
策
定
代
表
者
会

議
」
を
設
置
し
、
条
例
の
素
案
た
た

き
台
を
も
と
に
協
議
を
重
ね
、
小
金

井
市
議
会
基
本
条
例
（
案
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
８
月　

日
〜

２７

２９

９
月　

日
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

２８

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
８
月　

日
２９

と
９
月
６
日
に
市
民
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は　
１４

人
・　

件
、
市
民
説
明
会
で
は　

枚
・

５１

２３

　

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
寄
せ

３５ら
れ
た
ご
意
見
に
対
す
る
検
討
結
果

を　

月
に
公
表
し
ま
し
た
。

１２

　

ご
意
見
と
検
討
結
果
は
議
会
事
務

局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）
で
ご
覧

い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
ご

意
見
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成　

年
第
１
回
市
議
会

２８

定
例
会
に
お
け
る
条
例
の
策
定
を
目

指
し
、
細
部
の
最
終
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
策
定
に
向
け

議
会
基
本
条
例
策
定
に
向
け
てて

進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

―
川
崎
平
右
衛
門
と
多
摩
・
小
金

―
川
崎
平
右
衛
門
と
多
摩
・
小
金
井井

公
開
・
議
員
研
修
会
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謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医次の定例会は 開会予定です。平成２８年２月２２日（月）

電話番号 ・FAX 番号住　　　　所所属会派氏　名議席番号
☎080繰8116繰0866　姉 042繰306繰6680貫井北町1繰14繰6　ハウスセルレア201自由民主党小金井市議団吹春　やすたか1
☎042繰316繰5504 　姉 042繰316繰5525東町4繰6繰17　ソレイユ201自由民主党小金井市議団湯　沢　綾　子2
☎042繰386繰1356 　姉 042繰301繰9886貫井南町1繰26繰21小金井市議会民主党鈴　木　成　夫3
☎ 姉 042繰383繰1819桜町1繰10繰24小金井市議会民主党岸　田　正　義4
☎090繰1796繰7652桜町1繰13繰6緑・市民自治こがねい坂　井　えつ子5
☎042繰387繰7035前原町5繰16繰6緑・市民自治こがねい片　山　　　薫6
☎ 姉 042繰326繰3132貫井北町5繰23繰7生活者ネットワーク田　頭　祐　子7
☎ 姉 042繰388繰5882中町3繰20繰13繰103　ルイシャトレ武蔵小金井生活者ネットワーク林　　　倫　子8
☎090繰2537繰9717　姉 042繰301繰3131本町2繰17繰31自由民主党小金井市議団中　山　克　己9
☎ 姉 042繰384繰3401貫井南町4繰13繰9自由民主党小金井市議団遠　藤　百合子10
☎ 姉 042繰304繰9568緑町1繰5繰8　小金井市議会公明党渡　辺　ふき子11
☎ 姉 042繰387繰7769桜町1繰9繰29　ベルビラージュ桜町101小金井市議会公明党小　林　正　樹12
☎ 姉 042繰382繰0911前原町5繰20繰32（16）こがねい市民会議斎　藤　康　夫13
☎042繰385繰5978東町4繰23繰1繰101　プラザ新小金井リベラル保守の会百　瀬　和　浩14
☎ 姉 042繰301繰9521東町5繰17繰9日本共産党小金井市議団水　上　洋　志15
☎ 姉 042繰388繰8502貫井北町3繰33繰3繰207　ルミナス武蔵小金井日本共産党小金井市議団関　根　優　司16
☎090繰8506繰3733　姉 042繰304繰3733前原町2繰24繰6小金井自由民主露　口　哲　治17
☎042繰384繰4106 　姉 042繰384繰4128本町5繰4繰34自由民主党小金井市議団中　根　三　枝18
☎ 姉 042繰384繰3812中町3繰23繰19小金井市議会公明党紀　　　由紀子19
☎ 姉 042繰301繰9882貫井南町4繰18繰3小金井市議会公明党宮　下　　　誠20
☎042繰385繰1224本町4繰13繰9改革連合篠　原　ひろし21
☎090繰3345繰6929　姉 042繰381繰5074中町3繰25繰10　第二畑山コーポ201リベラル保守の会渡　辺　大　三22
☎ 姉 042繰386繰0404貫井南町4繰20繰31日本共産党小金井市議団板　倉　真　也23
☎ 姉 042繰383繰0514東町5繰14繰10日本共産党小金井市議団森　戸　洋　子24

小 金 井 市 議 会 議 員 名小 金 井 市 議 会 議 員 名 簿簿

委 員 会 等 の 構 成 の 変 更
　議員の補欠選挙に伴い、１月２２日の臨時会において、一部の委員会等の構成を変更しました。変更の
あった委員会等における新たな委員は以下のとおりです。

新議員の紹介

市議会の委員会の委員 ◎委員長　○副委員長
氏　　　名名　称

◎関根　優司　○鈴木　成夫　　湯沢　綾子　　片山　　薫　　遠藤百合子
　水上　洋志　　宮下　　誠　　渡辺　大三総 務 企 画 委 員

◎渡辺ふき子　○岸田　正義　　坂井えつ子　　田頭　祐子　　中山　克己
　小林　正樹　　中根　三枝　　森戸　洋子厚 生 文 教 委 員

◎露口　哲治　○百瀬　和浩　　吹春やすたか　　林　　倫子　　斎藤　康夫
　紀　由紀子　　篠原ひろし　　板倉　真也建 設 環 境 委 員

◎森戸　洋子　○小林　正樹　　鈴木　成夫　　片山　　薫　　林　　倫子
　中山　克己　　露口　哲治　　中根　三枝　　渡辺　大三議 会 運 営 委 員

◎遠藤百合子　○田頭　祐子　　吹春やすたか　　岸田　正義　　坂井えつ子
　中山　克己　　渡辺ふき子　　小林　正樹　　関根　優司　　露口　哲治
　渡辺　大三　　板倉　真也

行 財 政 改 革
調 査 特 別 委 員

一部事務組合議会議員
氏　　　名名　称

露口　哲治東京たま広域資源循環
組 合 議 会 議 員

市長や教育委員会等が設置している各種審議会等の委員
氏　　　名名　称

湯沢　綾子　　渡辺ふき子　　森戸　洋子農 業 委 員 会 委 員

（第２委員会）　吹春やすたか三多摩上下水及び道路
建設促進協議会委員

坂井えつ子　　田頭　祐子　　水上　洋志　　宮下　　誠国 民 健 康 保 険
運 営 協 議 会 委 員

吹春やすたか　　湯沢　綾子　　岸田　正義　　坂井えつ子　　林　　倫子
斎藤　康夫　　百瀬　和浩　　宮下　　誠　　板倉　真也都市計画審議会委員

その他の委員 ◎座長　○副座長
氏　　　名名　称

◎板倉　真也　○湯沢　綾子　　岸田　正義　　坂井えつ子　　田頭　祐子
　遠藤百合子　　小林　正樹　　斎藤　康夫　　水上　洋志　　露口　哲治
　宮下　　誠　　渡辺　大三

広 報 協 議 会 委 員

市議会議員
補欠選挙に
伴う議会人事

 坂  井 えつ 子 
さか い こ

当選　１回
党派　無所属
役職　厚生文教委員
 行財政改革調査特別委員
 国民健康保険運営協議会

委員
 都市計画審議会委員
 広報協議会委員

当選　１回
党派　自由民主党
役職　建設環境委員
 行財政改革調査特別委員
 三多摩上下水及び道路建

設促進協議会委員
 都市計画審議会委員

 吹  春 やすたか
ふき はる
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	こがねい250号_06面_4校
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